











































































当初は COBE Spectra を用いて採取していましたが2009年3月より COM.




















【はじめに】当院で IAB カテーテル（Arrow インターナショナル社製）のリ





































対象とした。【方法】TERUMO 社製 VISIWAVE を使用し、画像解析はテル
モ社製画像解析ソフト VISIATLAS を使用した。最も狭窄度が強い1断面の
内腔をLumen、内弾性板をMedia としてトレースし、Lumen Area、Media 
Area、Plaque Area の計測を行った。病変長を直線的に計測し Lengs とし
た。IB 値はデフォルトの閾値に従い、190以上を Calcfication、190～160を
























下、PRCS）が寄贈された資機材を再編し自ら Basic Health Care を行うた
め、技術要員の視点からの助言を行う機会を得たので報告する。資機材が保管
されているセブ島倉庫でテント、パワー、給水、工具モジュール等を PRCS
スタッフ10人とともに展開、検品とそれに伴う修理、撤収作業、指導、イン
ベントリー作成など通じて寄贈後の資機材のフォローアップを行った。ほぼ全
てのテントで付属品の紛失をみとめ、発電機のバッテリーの放電を確認した。
定期的なメンテナンスが必要であることを助言する一方、日赤の資機材のほと
んどはマニュアルが存在しない、循環式トイレは消耗品が無くなると使用でき
ないなど日赤の資機材寄贈の方法の課題を認識した。寄贈時期が違うため仕様
が異なることや複数回使用された機材が多く修理や点検などに高度な技術が求
められるため、経験の浅い技術要員のみでは難しいと考えるが、熟練された技
術要員と一緒であれば、このような事業は、フィリピン赤十字社スタッフの教
育や技術支援のみならず、将来の技術要員の育成においても非常に有用な機会
となり得ると考える。
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